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「答え」～特別な 3年間を過ごした卒業生たち～ 
                        校長 五十嵐 守男     

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 早春の体育館。卒業式で 3 人の 3 年生が述べてくれた「答辞」は、まさに、この 3 年間私たち

が問われてきたことや取り組んできたことへの、多くの 3年生たちからの「答え」のように感じまし

た。その言葉を紹介しながら、今年度を、そしてこの「特別な 3年間」を振り返ります。 

「－私たちは、新型コロナウイルスにより入学当初から制限のある学校生活を強いら

れ、不安に襲われ続けてきました。『どうなるのだろう？』『大丈夫かな』と毎日が不安で

した。でもそんなことには負けず、みんなでひとつになって支え合い、様々な壁も乗り越

え、たくさんのことに挑戦してきました－。」 

「特別な 3 年間」を、マスクとともに送ってきた、3 年生たち。失われたり、減らされたりしたこと

も多かったけれど、今できることを、皆で一所懸命に考えながら、「新しい当たり前」を創りあげて

きた、3 年生たち－。私は「式辞」で 173 名の 3 年生たちに伝えました。「『特別』と言っていい

3年間を、よく耐えた。よく頑張った。あなたたちは、私たちの誇りです。」と。この思いは、きっと私

だけのものではなく、今年の卒業生たちにかかわった全ての人がもっている思いかと。 

「－たくさんの『初めて』を経験させていただき、私たちの活動を支えてくださるたく

さんの方に感謝でいっぱいです。－どんなときも私たちのことを一番に考えてくれたか

ら、ここまで成長することができました。その姿をこの場で見せることができて嬉しいで

す－。」 

有観客での行事。文化会館での音楽祭。コロナ禍により、無くなっていたもの、変えられていた

もの。少しずつ戻ってきた「コロナ前」は、でも 3年生たちにとっては「初めて」のこと。彼女は周囲

への感謝を伝えています。そして、ここまで育ててくれた保護者の方々に「成長した姿を見せるこ

とができて嬉しい」と。失われたことを嘆いて下を向くのではなく、できたことや周囲の支えに感

謝し、前を向く。そんな生徒の思いに、姿に、私たち大人が何度となく励まされた日々でした。 

 学校だより  第１１号 啐（そつ）とは、鳥が卵からかえるとき、殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは、親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した、逃すべからざる好機をいう。当

校では、啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え、

職員玄関に掲額している。 

令 和 ５ 年 ３ 月 

上越市立城西中学校 



            上越市立城西中学校  学校だより                     第 11号 

「－城西中の皆さんが大きく飛躍した１年でした。それは生徒会スローガン『彩（いろ

どり）』の下、生徒という立場でそれぞれがもつ視点から物事を考え、それらをみんなで深

め合い、学校行事や学校生活の運営に大きく生かすことができたからです。城西中学校は

今の時代に求められる取組を先行して行っており、大きく前進しました－。」 

 生徒自身が「行事や学校生活の運営」の力になれていると感じてくれたこと、そして「自分たち

の取組」に誇りをもってくれたことを、とても嬉しく思います。 

 「生徒と職員とで共に創る学校」、「共生社会の礎となる中学校」を目指して取り組んできました。

その成果は、校則や生徒会規約の見直し、「多様性」を大事にした新たな生徒会活動など、目に

見える形で表れてきています。 

しかし、結果（どう変えたか）より大事なのは過程（生徒を主役として、どんなやり方で変えてい

ったか）だと思います。その過程にこそ、生徒の成長があるのではないかと思っています。 

「画一化」から「多様化」へ。「秩序維持のための“排除”」から「みんなが幸せになるための“包

括”」へ。時代が大きく変化していく今、中学校も変わらなければなりません。彼が言う「今の時代

に求められる取組」を、これからも生徒とともに考えていきます。それが、共生社会の礎になるこ

と、共生社会を担う人間を育てていくことを願いながら。 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 「3 学期は、来年度の 0 学期」。学校教育に携わる者がよく口にする言葉です。「生徒たちが新年度の

スタートをうまく切れるかどうかは、3 学期中の準備にかかっている」という意味です。当校では、来年度

に向けて、特に下の 2点に取り組んでいます。 

１ 学級担任制の見直し～「チーム担任制」へ～ 

今回のコロナ禍で、陽性が判明した場合や濃厚接触者に特定された場合などに、一定期間登校を控

えなければならないことが、今までにないくらい頻発しました。そしてそれは、生徒だけでなく、教員にと

っても同様で、「学級担任が一定期間不在」ということが、かなり起こりました。「ウィズ・ウイルス」の時

代に対応していくため、また、思春期の生徒をより多くの視点で理解し、支援していくために、「チーム担

任制」の準備を進めています。生徒や保護者の皆さんには、この年度末、年度初めにかけて詳しく説明

させていただきます。 

２ これからの部活動のあり方を考える 

「部活動の地域移行」という言葉が、報道でも多く取り上げられています。少子化が進む中、各中学

校で部の数はどんどん減っていますし、各部の生徒数も減少して、1 校だけでは大会参加人数に足りな

い状況が当校でも起こってきています。スポーツにせよ、文化芸術にせよ、学校だけでの活動には限界

が近付いており、地域にも豊かな環境が整えられていく必要があると考えられます。 

私たちは今、部活動のあり方を見直す作業をしています。生徒会や各部のリーダーから意見や質問

をもらいながら「城西中学校 私たちの部活動」を作成し、新たな指針としています。 

・「生徒の自主的・自発的な参加による部活動」をつくる 

・感謝の気持ちを忘れずに活動する 

・心と体を守るために定められているガイドラインを守る の 3点を大切にしていきます。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 今年度も、当校の教育活動に力強いご支援をいただき、まことにありがとうございました。来年

度もよろしくお願いいたします。 
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 3 月 10 日（金）に第 58 回卒業式が行われました。数年ぶりに全校生徒が体育館に集ま

って卒業生を祝う予定でしたが、インフルエンザへの対応のために在校生はリモートで３

年生の姿を胸に刻み、卒業生を見送りました。堂々たる姿、体育館に響き渡った歌声。３

年生は立派な態度で卒業していきました。 

今まで卒業生を見守ってくださった保護者・地域の皆様ありがとうございました。 
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17日（月）NRT学力テスト（1年） 

18日（火）全国学力テスト（3年） 

      発育測定（2年） 

19日（水）発育測定（1年） 

26日（水）内科検診（1年） 

29日（土）昭和の日 

 

                        

先生方へ、後輩へ、そして共に過ごした仲間へ、３年生から感謝の気持ちを込めたメッ

セージが校内に掲示されました。後輩たちもお世話になった３年生のためにメッセージや

装飾を行いました。３月の校舎には、たくさんの「感謝」があふれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業記念品として、屋外用テントを贈っていただきました。特に夏場の外での活動にお

いて、後輩たちの健康を守る活躍をしてくれるでしょう。体育祭などの屋外活動で大切に

使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

第 43 回 書写技能認定書き初め会      

会長賞 １年３組      １年４組       ２年２組     

東北電力第 48 回中学生作文コンクール 

佳作 ３年１組       ３年２組  

 

４日（火）PM教材販売 クラス発表（2，3年） 

   ７日（金）AM新任式 始業式（2，3年） 

PM教材販売 クラス発表（1年） 

  10日（月）入学に向けた相談や準備の日 

       （新入生・保護者の希望者対象） 

11日（火）入学式 

13日（木）NRT学力テスト（2，3年） 

14日（金）交通安全教室（１年） 

     知能検査（1年） 

          発育測定（3年） 

卒業記念品～３年生からの贈り物～ 
 

別れの前に・・・ 

 

4月の予定 

各種大会・コンクールの記録 

 
 

 

 


